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広範囲展開法 を施行 し た 先天股脱症例で

成人以降 に 関節症変化が認 め ら れた 4 例

岡 山大学医学部整形外科学教室
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要 旨 3 歳以前 に 先天股脱に対 し て 広範囲展開法 に よ る 観血的整復術 を 行 い成人 に 達 し た 症例

の う ち ， 追跡可能であ っ た 21 例 27 股 (追跡調査率 38 . 8%) を対象 と し た . こ れ ら の症例 の う ち X 線

上骨嚢胞 を 認め た 4 例 4 股 を今回 の研究対象 と し ， 骨嚢胞 を認め な か っ た 17 例 23 股 を 対照群 と し

た . 骨褒胞 は 臼蓋側 の み に 認 め た も の が l 股， 臼査大腿骨両側 に 認 め た も の が 3 股であ っ た . Severin 

分類で は II 群が 2 股， III群が 2 股であ っ た 骨頭変形 を き た し た 症例が 3 股 あ り ， Kalamchi 分類で

II 群が 2 股， III群が 1 股存在 し た . こ の 4 股 は， 全例保存的整復不成功例で あ り ， 対照群 に対 し て

手術時聞が延長 し て い る 傾向 に あ っ た (P = O . 014) . 骨褒胞発生の原因 と し て 4 股中 3 股 は形態異常

が考 え ら れた が， 1 股 は他の要因 に よ る と 考 え ら れた そ のーっ と し て ， 手術時間 (空気暴露) が考 え

ら れた .

目 的

岡 山大学整形外科 に お い て は ， 保存的 に整復不

能 も し く は， 整復位の保持が困難 な先天性股関節

脱 臼 (以下先天股脱 と 略) に 対 し 1973 年 よ り 広範

囲展開法 を 用 い て観血整復 を 行 っ て き た . 本法開

発以後四半世紀 を す ぎ成人 に 達 し た 症例 も 散見 さ

れ る よ う に な っ た . 今回成人以後に 関節症変化，

特 に 骨嚢胞 を呈 し た 4 症例 を 経験 し た の で， そ の

成因 に つ い て 考察 を加 え 報告す る .

対 象

1973"'1980 年 に か け て 当 科 に お い て 3 歳以 前

に遺残亜脱 を 除 く 先天股脱 に 対 し ， 広範囲展開法

に よ る 観血的整復術 を行 っ た 症例の う ち ， 成人後

ま で追跡可能 で あ っ た 症 例 は 21 例 27 股 で あ っ

た 追跡調査率 は 21 例/54 例 (38 . 8%) で あ っ た .

こ れ ら の 症例 の う ち X 線上骨嚢胞が認 め ら れた

4 例 4 股 を今回 の 研究対象 と し た 骨嚢胞 を 認 め

な か っ た 17 例 23 股 を対照群 と し た .

検討項 目

X 線学的成績 は 股関節正面像 を 用 い て Severin

の 分類 に 従 っ て 評価 し た . 骨頭壊死 に つ い て は

Kalamchi の 分類 に 従 っ て評価 し ， 骨嚢胞 に つ い

て は経過中 の 股関節正面像 を 用 い て 出現時期 に つ

い て検討 し た . 臨床成績 は 日 整会変股症判定基準

に 従 っ て評価 し た .

骨嚢胞出現の原因 を検討す る た め， 術前の保存

的治療の有無， 術 中 の 出血量， 手術時間， 関節唇

切除術の有無 を診療録 よ り 調査 し た . こ れ ら の項

目 に つ い て対照群 と 比較検討 し た (表 1) .

Key words : developmental dislocation of the hip (先天性股関節脱臼) ， wide-exposure method (広範囲展開法) ， 
osteoarthri tis (変形性関節症)
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図1.症例1 : 23 }'. 0・

結 果

骨劇包を認めた4伊防評価:骨嚢胞は臼蓋側の

みに認めたものが11投. 臼蓋大腿骨両側に認めた

ものが 3般であった. Severin分類では11群が2

般 .IU群が2般て・あったSeverin分類Jll群の2般

はわずかに釦enton lineの不連続性と亜脱臼が

認められた.骨頭変形をきたした疲伊jが3例あり.

Kalamchi分績で 11群が2般 .IU群がI般存在し

た. 3例とも術前に何らかの保存的療法を試みら

れており， 術前より骨頭線死の認められた症例で

あったー

最終調査時の日整会変般症判定基準は85�"ωo

点{平均 93.8点)であった.

対照群との比較:術前治療歴については4例と

も保存療法にて整復不能な症例であった. 対照群

(17例 中9例 に保存療法)との差は認めなかった

(Mann Whitney's U test). 

街中出血量については65� 350m/(平均173

mのであり. 対照群(印�200ml.平均108 ml)と

比べ差は認めなかった(Student's T -test) . 

手術時聞については165�2ll分(平均200分)

であり.対照群(105�195分.平均 140分)に対し

て 有意に延長 していた(Stud開山T test). 

観血的整復時の関節唇切除衡はl般に施行され

ていた対照群α3股中5股)との有意差は認めら

表1.

図Z症&1J 2: 20}'. o. 

図3. 症例3: 20}'. o. 

れなかった(Mann Whitney's U test) . 

症例提示

症例1 : 23歳女性(図 1)

3か月健診で両先天般 脱を指摘され，他院でRB

治療を行ったが 右般は整復されず ， 当4羽召介され

l歳2か月時に観血的整復衡を施行した 23歳時

のX線像はSeverin分類U群であるが ，大腿骨頚

変形， 骨滋胞がみられる 長時間の座位で般痛 が

出現する，

症例2:20歳男性(図2)

歩行開始後に右股脱を指摘され.当4ヰk�介され

l歳9か月時に観血的整復衡を施行した. その後 ，

3歳9か月時にSalter 骨切り衡を追加した.20歳

1 ;か月時のX線像はSeverin分額IIIで大腿骨頚

変形 .骨泌1胞.骨頚綴死が 存在するが般痛はな い.

術前治提言Jrt

有4{fIJ 
有9側壁8例

平均手術時間 平偽出血銭 関節唇切除術

関節盆税
対照宮宇

200分
]40分

lï3ml 

10ï ml 

l股
51l!Z 
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a 17)'.0. b 22 )'. o. 
図4. 症例4

症例3: 20歳女性{図3)

3か月健診で右先天股脱を指摘され. 他院で

RB. L 1 ギプス治療を行ったが整復されなかっ

た2歳4 か月時に当科紹介され観血的整復術を

施行した 20歳時のX線{象はSeverin分績IIIで

大腿骨 変形がみられ.臼董側と大腿骨側に骨轟

胞が存在する. この後に寛骨臼回転骨切り術を

行った.

症例4:22銭. 女性{図4)

3か月健診で左先天股脱を指摘された. 他院で

RB を2週間装着したが整復されず，_引後ギプ

ス固定を受けたが整復されなかった.地医に転院

して再度牽引後ギプス固定を受けたか整復不 可の

ため. 2歳2 か月時に当科紹介され観血的整復術

を施行した以後当科外来にて経過観察していた.

17歳時のX線像はSeverin III群で関節痘変化は

ない{図4 a) し か し22歳 時のX線 像 で は

Severin 11鮮であるが.臼蓋側に骨磁胞が形成さ

れている. 臨床上は股痛はなく経過観察中である

{図4 b). 

考 察

先天股脱治療後の関節症変化の原因として

Mardam BeyとIVIacEw舶は飲置された臼蓋形

成不全， 亜脱臼， 脅頭壊死， 臼蓋形成術を挙げて

いる今 すなわち良好な 股関節織能が得られた場

合は.関節症変化は生じないと述べている. 当科

でLorenz法の平均42 �手の追跡、調査を行った結

果ベ脅威長終了時に Severin分額J. 11群と判定

された症例では関節症変化は1例を除いて生じて
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お ら ず.保 存療法 後 で はこ のMadam嶋Beyと

MacEwenの意見には賛同できる， 一方. Gibs∞ 

らは観血的整復後の長期成績の報告において

Severin [. II群 であっても.関節裂隙の狭小化.

臼蓋・大腿骨の骨硬化が認められた症例が44%存

在したと述べている叫. 今回の検討でも4股中3

股に明らかな形態異常が認められていたが， 1 例

は経微な変形を認めたのみであり. 形態以外の何

らかの要素倉市母係していることが考えられる. す

なわち追跡、調査が20歳を超えるような観血的整

復疲例では. Severin分績のみで治療成績を判定

することは不十分といえる.

股関節形態が良好な場合でも関節度が発症する

原因として. 草色々は術中換作. 出血量. 手術時間

に着目した. これらの中で手術時間において. 統

計学的有意差が認められた(P=0 .014>. これらに

ついてMitchellら討やS開erザ唯動物実験で. 1 

時間の空気暴露で軟骨細胞に超微細U4造上の変化

や綴死が生じ.時間が経つほど構造上の異常は増

加すると述べている. ζの事実が先天股脱の観血

的整復術後の 関節症変化発生の原因となるなら.

各種観血的整復術と比較して良好な成績が得られ

る広範阻展開法りをもってしでも観血的整復術自

体のもつ欠点から逃れることができないことにな

る. しかしながら保存的整復不能な先天股脱は今

後なくなることは考えられず.その場合ほぽ全て

の整復障害因子に対応可能で術直後より良好な求

心位が獲得可能な本法か有力な手段であることは

論を待たない. また関節症変化がみられた疲例で

あっても痛みを伴わない場合には定期的経過観察



で良 い が， 亜脱臼 が存在す る 場合 に は寛骨 臼 回転

骨切 り 術等の外科的治療 を必要 と す る も の と 考 え

る . 今後の課題 と し て術前 よ り 整復障害因子 を正

確 に 把握 し て そ れ に対処す る こ と ， 関節表面 を乾

か さ な い よ う な工夫 を凝 ら す こ と ， 手術時間 を 可

能 な 限 り 短縮 さ せ る こ と が挙 げ ら れ る . 今後 も 症

例 を 重ね成績不良例 の 原因究明 を行い， 更な る 成

績向上 を 目 指す必要があ る .

結 語

1 ) 先天股脱 に対 し て 広範囲展開法 に よ る 観血

的整復術 を行い成人 に 達 し た 症例 の う ち ， 骨嚢胞

が認め ら れた 4 例 4 股 に つ い て報告 し た .

2 ) 骨嚢胞発生例 は 全例保存的整復不成功例で

あ り ， 手術時聞が延長 し て い る 傾向 に あ っ た .

3 ) 骨嚢胞発生の原因 と し て 4 股中 3 股 は形態

異常が考 え ら れた が， 1 股 は 他 の 要素 に よ る と 考

え ら れた .
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Follow up in Adults of Hips Reduced of Age with Wide Exposure 

before Patients were 3 Years of Age 

Hirosuke Endo， M. D.， et al .  
Department of Orthopaedic Surgery， Okayama University Medical School 

We reviewed the outcome for 27 hips affected by developmental dislocation reduced with 
wide exposure before the patients were 3 years of age. There were 21 patients (one man and 20 
wom巴n ; mean age at the latest follow-up， 22 year ; range 20 to 26 years) . The mean age at the 
operation was 1 .  7 years (range， 1 .  0 to 2 . 5  years) . In four of the 27 hips， a bone cyst of the 
acetabulum of femoral head was visible on radiographs， and these hips were further investigat
ed clinically and radiographically. By Severin's classification， two hips were in group II ， and 
two hips were in group III . By the criteria of Kalamchi and MacEwen， one hip was in group 1 ， 
two hips were in group II and one hip was in group III . Conservative treatment failed in all four 
hips. The mean operation time for these four hips was 3 . 3  hours， and that for the other 23 hips 
was 2 . 8  hours (P = 0 . 014， Student's t test) . Exposure of articular cartilage to the air may lead 
to osteoarthritis. 
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